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論　　文　　の　　要　　旨
　重イオンを標的核に衝撃して得られる核反応（H　I反応）はラPヨα等軽イオンによる核反応（L　I
反応）と著しい相異を示す。たとえばヨ反応機構としては害L　I反応でよく知られている直接反
応。複合核経由反応のほかにヨいわば第三の機構である深部非弾性衝突（D亙C）の存在が知られ
ている。
　ごのD　I　Cはヨ主として非常に高いエネルギーの重い重イオンを重い標的核にあてるときにしば
しば観測されている。特徴としてはラi）平均のエネルギー損失が大きい。ii）反応において移行
する核子数が大きい程ラまた散乱角が大きくなる程ラ直接過程（Q　E　C）に比して重要になる。iii）
またヨ生成物の微分断面積dσ／dΩはO。に向かって大きく立ち上る等があげられる。
　著者は先に27A玉十88MeVユ60の反応において比較的低いエネルギーの“軽い重イオン”一軽い核閻
でもD　I　C的な振舞を見出したが，さらにラ反応のQ値，入射ビームの種類およびエネルギーヨ移
行核子数nの核反応の断面積に占める重要性を探るために，27A1の標的に1帆180及び19Fのビームを照
射してヨ生成物粒子の識別、そのエネルギースペクトル（Qスペクトル）ヨ最確Q値，生成断面積の
角分布ラ断面積のQ依存性を徹底的にしらべた。
　二種類のイオン源から得られた上記のイオンを、筑波大学12UDペレトロン加速器で86－95MeV
に加速し（160ビームについては更に70ラ60MeVでの測定も行った）27A1標的に照射した。核反応で
得られた生成物はヨ△E－ESi半導体カウンターテレスコープを用いてラ原子番号Zのみでなくヨ質
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量数Aをも2＜Z＜8，4＜A＜18について識別した。データはコンピュータに搬送してヨオンラ
インで急速に処理した。
　得られた結果の特徴は次の通りである。i）エネルギースペクトルはすべて一山の路駝の背中状
を示しヨほとんどの場合離散ピークを示さず，連続的なスペクトルであった。この路駝のコブの頂
点に対応するQ値Q肌の絶対値は。入射粒子Eゴに比して大きく、Q”のE｛およびnへの依存性は，以前
著者らが得たQ刎の実験公式と比較して。反応はD　I　Cが主要な役割を演じていることが分った。ii）
エネルギースペクトルを，Q値に対して5MeV毎のバンドで切り，そのおのおのの断面積d2σ／dΩdQ
を重心系散乱角θに対してプロットすると，すべての角分布が
　　　　　　　　　　　　　　d2σ／dΩdQ＝Aexp（一μθ）／sinθ
の形で表わせることが分った。ここでμはnが小さく，またQが大きい程大きく青nが大きくヨま
たはQが小さくなるにつれて小さくなることが分った。この結果は、全体としてヨ弾丸および標的
核が一且ダンベル型の形状を呈し、角速度ωでτ時問相互に回転しラこの際エネルギーや核子（群）を
移行した後再び離れるという二核模型で矛盾なく説明できる。すなわちμが大きいことはτまたは
1／μ二孕＝ωτが小さくラ従ってよりQECに近くヨμが小さくなるとτまたはψが大きくラ最
後には角分布は五／sinθの形状に近づいてヨ融合反応（C　F）に近づくことを示している。μは一般
にQまたはnと共にスムーズに変化するが雪特定の反応に対しては，μが異常に大きく、反応が深
いQ値に対してもより直接過程に近いことが分った。
　最後に各角度において，外向粒子のエネノレギーで積分した断面積dσ／dΩを終状態が基底状態にな
る二体反応のQ値Q醒に対してプロットするとヨー見不規則で。上述のμが異常な反応では異常性を
示す。しかし、終状態での核子の不対効果△（A，Z）を考慮するとヨ極端な前方角でのデータを
除いてヨ・σ／・Ω㏄…／Q。。・△（・，・）／の関係を得た。このことは。上述の二1亥模型の妥当性
を支持している。
審　　査　　の　　要　　旨
　著者は重イオン核反応において最近注目されている“深部非弾性衝突”が，軽イオンー軽核の系
（27A1＋160，エ70ヨ180争19F）ではヨ比較的低い入射エネルギーでも，主要な部分を占めていること
をつきとめた。さらにラ反応の断面積1反応機構において、反応のQ値がヨ移行核子数と共に演ず
る重要な役割を明らかにした。
　一方技術面からはヨ著者は岬80のような存在比の小さい同位体のビームを得ヨまた多次元情報の
急速処理のソフトウェアを開発し，これにより複雑で膨大なデータのオンライン処理に成功した。
　以上のように著者は、技術の開発を通じて核物理学の新分野を開拓した業績は高く評価されてい
る。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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